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要 旨
女性の社会進出が進み放課後の子どもの安全な居場所・過ごし方の確保が求められ

ている。そこで，子どもの放課後を保障する放課後児童クラブに着目し，そこに新た
な付加価値を与え「新たな学びの空間」として子ども達の放課後を保障することがで
きないかと考えた。そこでその考えを試行的に実践を行うとともにそこで働く人材の
育成も試みたので報告する。
〈キーワード〉 放課後児童クラブ，新たな学びの空間，人材育成

1．はじめに

少子高齢化が進む中，日本経済の成長を持
続していくためには，我が国最大の潜在力で
ある女性の力を最大限発揮し，「女性が輝く
社会」を実現するため，安全で安心して児童
を預けることができる環境を整備することが
必要である。
このような観点から，厚生労働省及び文部

科学省が連携して検討を進め，平成26年5月

の産業競争力会議課題別会合において，両省
大臣名により，放課後児童クラブの受皿を拡
大するとともに，一体型を中心とした放課後
児童クラブ及び放課後子供教室の計画的な整
備を目指す方針を示している。また，平成26

年6月24日に閣議決定された「日本再興戦略」
改訂2014において，「（略）いわゆる「小1の
壁」を打破し，次代を担う人材を育成するた
め，厚生労働省と文部科学省が共同して「放
課後子ども総合プラン」を年央に策定（略）」
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することとされ，これを踏まえ，「放課後子
ども総合プラン」を策定している。
しかし，放課後の子どもたちにどんな生活

の場，居場所を提供し，どのように育んでい
くことが望ましいかを考え，その方策を明ら
かにしていく必要がある。また，家庭に保護
者が居て，子どもに寄り添いながら生活する
ことが普通だった時代には，「もともと放課
後は家庭や地域の責任の範疇であって，政策
として取り組む必要性は少なかった」と言え
る。しかし共働き家庭が増え，家族の持つ文
化の多様化，核家族化が進んだ結果，放課後
の家庭に保護者が居ない状況が顕在化してき
ている。その結果，誰にも保護されない状態
で子どもだけで過ごすことは，安全面や健全
育成の面からも危惧されるようになった。さ
らには，子育てと仕事の両立を支援する少子
化対策の面からも，子どもの放課後対策は行
政が解決すべき喫緊の政策事項となった。放
課後の子どもの居場所となるためには，どの
ような関係性の中で子どもを育んでいくべき
なのかという視点から，子どもの放課後対策
を研究することの今日的意義は大きいものと
思われる。
そこで，本研究では放課後の子どもの居場

所としてどのような在り方があるのかを明ら
かにするために，試行的に試みたので，報告
する。

2．新たな学びの空間

本研究において位置づけている「新たな学
びの空間」とは次のように考えている。
将来を担う子どもたちが新しい価値を創造

できる人間に育つためには，自ら考え判断し
行動する力が必要であり，社会には，そうし
た精神的に自立した人間を育むための学習空
間が求められる。未来の社会の主役である子

どもたちの想いを大切に，子ども参加型の学
習空間づくりを，岐阜女子大学独自の手法
「ラーニングプロジェクト」で展開する。
未来の社会の主役となる子どもたちには，

学校という「教育空間」として，知識・技能を
中心に教わる場，また，「生活空間」として，生
きることを中心に学ぶ家庭を中心とした場，
並びに，「社会空間」として社会性を学ぶ地
域という場が存在している。そこに，新たな
学びの空間として，「学習空間」としての「放
課後児童クラブ」としての場を創設する。こ
の「新たな学びの空間」とは，主体的に学ぶ
児童生徒の，体験的・協働的な空間である。
「新たな学びの空間」について図1に示す。
つまり，新たな学びの空間では，従来の学

びである知識習得型の学びではなく，知識創
造型の学びの場とし，自身の経験や活動から，
互いに伝え合い，学び合う中で，問いを持ち，
実感を持った学びを作り出していく学習活
動，他者とつながり様々な人と関わる中で生
み出されてくる学習活動等の場として考え
る。また，新たな学びの学習空間では，「課
題の発見・解決に向けた主体的・協働的な学
び」を主に異年齢集団において行う学習プロ
グラムを行う場でもある。例えば，6年生が4

年生に教え，5年生はそれを見守るという教

図1 新たな学びの空間
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え合う場とするのである。

3．新たな人材育成

「新たな学び」の空間のコンセプトである
「課題の発見・解決に向けた主体的・協働的
な学び」を主に異年齢集団において行う学習
プログラムを実現させていくために必要なこ
ととして，それを支える人材育成がある。
本学では，この将来の方向性を見据え，平

成２７年度より初等教育学専攻子ども発達専修
内に「女性活躍支援教職コース」を創設した。
このコースのコンセプトは，本学の建学の精
神でもある「人らしく，女らしく，あなたら
しく，あなたならでは」の実現に向けて，女
性ならではの視点をカリキュラムに組み込
み，女性の社会への参画を推進する教育者の
養成とともに，仕事と子育ての両立を支援す
る保育士，幼稚園教諭を，また，女性の活躍
を推進する企業への人材を養成することであ
る。つまりは，社会が求める子どもの「学び」
と「育ち」を支える人材の養成を目指すもの
である。

4．ラーニングプロジェクトの試行

社会の変化を受け，新たな人材が求められ
るようになった今，その人材育成を開始した
本専攻である。その中で，平成28年度に，「人
材育成」と「新たな学びの空間」を試行的に
実践を行った。

（1）人材育成
人材育成としては，本専攻子ども発達専修

の3年生を対象に講義「家庭支援論」を中心
に行った。本講義対象学生は，初等教育学専
攻子ども発達専修の3年生17名である。
本講義の目的は，社会を取り巻く子ども・

子育ての現状を理解し，それらに対応する家

庭への支援方策を考案し，実践することとし
た。講義の大きな柱は次のようなものである。
①社会を取り巻く子ども・子育ての現状の調
査・理解

②家庭を支援する方策の立案
③②で立案した方策の企画・運営・実施
この柱をもとに，講義を進めた。①につい

ては，子どもや子育ての現状はどのようなも
のであるのかを学生自らが調査を行った。そ
の中で，少子化の問題，児童手当，認定こど
も園，子ども・子育て支援新制度などの子ど
も子育て関連3法などが挙がり，それらにつ
いて調査を行い，討議をし，理解を深めた。
その中で特に「保育の量的拡大・確保，教育・
保育の質的改善」に着目した。このことに着
目したのは，本講義受講学生にとって，これ
から最も身近に対面していかなくてはならな
い課題であるからである。保育の量的拡大・
確保に対しては，学生自身がその対象者にな
る。保育を量的に拡大していこうと思えば，
それを支える人材が必要になる。学生はまさ
にその担い手である。教育・保育の質的な改
善についても同様である。これからの子ども
達を育成していくのは，これからの教育・保
育を担っていく学生である。その学生の資
質・能力が豊かに育成されれば，自ずと教
育・保育の質は向上していく。ゆえに，特に
「保育の量的拡大・確保，教育・保育の質的
改善」に着目したのである。
そこで，このことへの具体的な内容として，

「放課後児童クラブ」に焦点を充てた。女性
の社会進出に伴い，保育所の不足はもちろん，
それ以上に，小学校に進学してからその放課
後の子どもの過ごし方が問題になっているこ
とは先にも述べた。その対応として「放課後
児童クラブ」がある。その姿として「新しい
学びの空間」の考え方を適応させ，試行とし
て実践を試みることとした。
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（2）「新しい学びの空間」の試行的実践
「新しい学びの空間」の創出と実施は以下

のように行った。
①日 時：平成28年8月24日（水）

8：15～17：00

②場 所：岐阜女子大学
③対象者：本学教職員の児童

本事業協力大学の岐阜大学の教職
員の児童合計24名の参加。

※本実践は，「ダイバーシティ研究環境イニ
シアティブ」の事業とも共同して実施をし
た。

④趣 旨：「課題の発見・解決に向けた主体
的・協働的な学び」を主に異年齢
集団において行う学習プログラム
を実現することの試行。大学とい
う高等教育機関が行うという知識
創造の付加価値を提供していく。

⑤プログラム：
表1 プログラム参照
⑥学生による企画・運営：
学生は，全体のプログラムの立案と運営を

行った。「課題の発見・解決に向けた主体的・
協働的な学び」の実現，高等教育機関ならで
はの知的創造活動がきることを心がけ，プロ
グラムの立案と実施を行った。
参加者24名を異年齢集団の3つのグループ

に編成をし，午前中のキャンパスツアー①を
実施。キャンパスツアー①の内容，特に「みっ
け」，「お米学習」，「電子黒板あてっこゲーム」
では，グループで協働して課題を解決できる
ように工夫した。課題の発見までは，今回の
単発的な試行的実践では設定が困難であった
が，与えられた課題を，グループで協働して
解決していくことができるよう内容が組まれ
ている。編成した異年齢集団も必ず高学年の
児童をどのグループにも配置し，学年の偏り
が無いようにした。そのことにより，高学年

の児童が中・低学年の児童に教えていくこと
を実現できるようにした。
キャンパスツアー①では，3つのグループ

が「みっけ」，「絵本館見学」，「お米学習」，「電
子黒板あてっこゲーム」の4か所を決められ
た順番で回ってくることとした。各グループ
に学生が配置されているが，その学生はあく
までも支援者であり，児童をリードし導くこ
とを極力しないようにした。ここには，新た
な学びの空間の大切な要素である，「主体的」

時 間 内 容

8：15～
8：30

〇受付

9：00～
9：30

〇マイクロバスで移動（岐阜大学の教
職員の児童）
〇岐阜女子大学教職員受付

9：45～
10：00

〇開会あいさつ・全体説明
・あいさつ
・歓迎のことば
・スケジュール説明

10：00～
12：00

〇キャンパスツアー①
～知の探究隊！～

・書道パフォーマンス
・みっけ
・絵本館見学
・お米学習（クイズ）
・電子黒板活用あてっこゲーム

12：00～
13：00

昼食・休憩

13：00～
15：00

〇キャンパスツアー②
～エンジョイ学問～

・ウォーター・パラダイス！
・世界で一つだけの発見
→同時進行
・エンジョイ・ティちゃん！（全員）

15：00～
16：00

〇 iPadで作品づくり

16：00～
16：20

〇閉会式
〇集合写真

16：30～
17：00

〇マイクロバスで移動（岐阜大学の教
職員の児童）

17：00～
17：30

〇夏休み宿題・自由遊び

表1 プログラム
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という児童の態度を養いたい意図がある。
具体的な内容は以下のようである。
・「みっけ」：グループで協力して，与えら
えれた写真と同じものを見つける。

・「絵本館見学」：本学の学生の建造物であ
る絵本館を見学し，絵本館の中で館内にあ
る絵本を読んで過ごす。

・「お米学習」：本専攻の活動である稲作研
究会活動において身に付けたお米に関する
知識をクイズ形式で子どもたちに伝える。

・「電子黒板あてっこゲーム」：大学の講義
で活用している電子黒板を体験する。高等
教育機関の大学として新たな学びの道具の
体験の場とした。

キャンパスツアー②では，2つのグループ
に再編成し，「ウォーターパラダイス」，「世
界で一つだけの発見」という内容を交代で
行った。
・「ウォーターパラダイス」：科学的な要素
をふまえ，様々なシャボン玉を作った。

・「世界で一つだけの発見」：企画学生が大
学の講義で学修した「造形遊び」である。
ティッシュ（1／4に折ったもの）に水性
ペンで自分の想うように「てんてん」とた
くさんの点の模様を描いていく。それを広
げると，不思議な模様ができあがる。

午後は，これら2つを同時に行い，時間で
交代するようにした。その後全員で「エンジョ
イ・ティちゃん」と題し，リトミック英語版
を実施した。このリトミックも大学講義内で
の学びを活かした活動内容となっている。最
後に iPadの活用である。児童は，午前中よ
り一人一台の iPadを持ち，企画に参加して
いる。そこで，様々な様子を写真撮影し，そ
の中のお気に入りの１枚を選び，最後の作品
作りに臨んだ。iPadの活用は本学ならでは

の発想である。本学文化創造学部では１年次
より，学生が iPadを所有し，講義内，諸活
動で活用している。大学が行うからこその取
り組みとして試行した。そして，本学が行う
からこそのものとして，午前中の最初に全員
で行った，「書道パフォーマンス」がある。
本学書道コースの学生が大字パフォーマンス
を実施。それを児童が見学した。当初の目標
は，児童も「書を書く」ということまでを企
画したが，その他にも行いたいことが多数で
きたため，見学のみにとどまった。

⑦実際の様子

図2 全体会

図3 書道パフォーマンス

図4 お米学習
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5．おわりに

今回，「新たな学びの空間」としての放課
後児童クラブの活動の在り方を求めて試行的
実践を行った。
放課後児童クラブに必要な機能は，「自ら

求めることを持って，異年齢の仲間と共に，
時間の有効な活用の力」を養うことにある。
本取り組みは，時節がら単発的なものであっ
たこと，児童集団の実態も詳しくは把握でき
ない状況下にあったことなどから，活動させ
る内容を多めにして試みた点から，上記の児
童クラブの必要機能を見定めることが難し
かったと反省する。
しかし，設定した活動内容は，今後の児童

クラブの受け皿の拡大に応えうる活動であっ
たことを確認することができた。
・遊びの方法を，創意工夫して遊べば楽しく
なることを体得し，創造して遊ぶ楽しさを
実感していたこと。

・異年齢の集団による人間関係づくりや，教
え合う遊びの嬉しさを，僅かなふいれあい
の中でも感じ取って関わっていたこと。

などに，健全育成の場として機能を果たすも
のであることを把握できた。
平成27年度からの国の方策である受け皿

の拡大は，高学年の児童の「主体的・協働的
な学び」の内容を確保していくことが，喫緊
に取り組む課題となっている。
「新たな学びの空間」としての児童クラブ

の在り方は，この視点において始まっていく
研究課題であると考えている。
求められる空間を支えていく「支援員」の

人材育成の確立が先立つ課題であるとして，
本研究の目的の一方を持って，学生と共に取
り組みを行ったが，養成課程の今後の大きな
課題として求め続けていかなくてはならない
と，意を新たにしている。

図5 電子黒板あてっこゲーム

図6 世界で一つだけの発見

図7 エンジョイ・ティちゃん

図8 iPad で作品づくり
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